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1. はじめに

1954 年の日本国政府による国費外国人制度の創

設にともない設置された大阪外国語大学留学生別科を前

身とする、大阪大学日本語日本文化教育センター（以

下、 CJLC  と言う）は、現在、専任教員19名、特任教

員5名、非常勤講師125名を擁する我が国最大規模の留

学生教育機関の一つである。2011年からは文部科学大

臣より教育関係共同利用拠点 (Joint Usage Center 

for Education) としての認定を受けており、CJLCの

教育リソースを国内諸大学に開放していく事業も展開し

ている。ここでは、昨年の新型コロナウィルス感染拡大

から今日までの間に、我々がなにを経験して、そこから

何を学び、何を実践してきたのか、その点を踏まえなが

ら、ニューノーマル時代の留学生教育の課題と展望につ

いて簡単に触れてみたい。

2. CJLCの教育活動

CJLCは、理系留学生に特化した①「国費学部留

学生予備教育プログラム  、全国の国費日本語・日本文

化研修留学生（国費日研生）に対する教育モデルとして

機能している②「国費日研生プログラム 、本学で最大

規模の交換留学生受入れプログラムである③「メイプ

ル・プログラム （短期留学日本語・日本文化特別プロ

グラム）を運営する他、本学への入学前予備教育体制の

拡充にも努め、④「大阪大学ファウンデーションプログ

ラム」を始動させている。その活動は国内だけにとどま

らず、タイのマヒドン大学教養学部の協力で現地に設置

されている、遠隔授業配信機能を併せもつ本学ジョイン

トキャンパス・オフィスを拠点にタイ、インドネシア、

ベトナム、ブルネイの4か国にまたがる「大阪大学ASEAN 

キャンパス」での日本語学習支援を行ってきた。タイ入

国が困難であった時期にも3ヶ月、担当教員の派遣を実

現しており、2021年8月からは再派遣を計画している。

3. 2020年度 (2020年4月から2021年3月まで 

の期間 における対応

昨年（2020年）、日本では新型コロナウィルス

の感染拡大にともない4月7日に埼玉県、 千葉県、東京

都、神奈川県、大阪府、兵庫県及び福岡県の 7 都府県

に対し、緊急事態宣言が発出された。4月に来日するは

ずであった上述の①「国費学部留学生予備教育プログラ

ム」参加学生は入国制限で渡日できなかったため、在学

者はそのほとんどが学内寮に居住する、8月に修了予定

であった②「国費日研生プログラム」及び③「メイプ

ル・プログラム」の学生でその数は125名であった。我

々にとって、まずは彼らの健康に留意しつつ、学業をど

のように継続させるのかが大きな課題であった。

授業はオンライン対応となり4月20日から開始し
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たが、本学ではCLE (Collaborative Learning 

Environment)と呼ばれる授業支援システム (LMS) 

がすでに構築されていたとはいえ、多くの教員はその使

用に習熟しておらず、国内他大学と同様に当初はかなり

混乱が起きた。ただ、紆余曲折があったとは言え、日々

の授業の中で必ず落ち着いてくる。問題は、対面活動が

行えない状況の中で、プロジェクトワークや課外活動を

どのように展開させるかという点にあった。

CJLCが所在する箕面市には、箕面の滝に象徴さ

れる国定公園があり、その中には神社仏閣などの歴史 

的な建造物も多く、公園運営に携わる企業共同体は自 

然保護にも力を入れている。地域とのつながりを深める

ために、ここをフィールドとして「箕面らしさ」とは何

かを考え、それをグループで話し合い、その結果を発

表・発信する PBL (Project-based Learning) 型授 

業を展開しようとしていた矢先であり、大手空調メーカ

ーとの共同研究「空調文化に関する教育一体型研究―日

本語・日本文化を学ぶ世界各国からの留学生の生活 

経験に根差した文理融合のラディカルイノベーション 

を目指して―」を推進していくためにもその成否は重要

であった。そこで選ばれたのは「Remo」というヴァー

チャルweb会議ツールで、これは、すでに用意されて

いる6人掛け（現在は8人掛けまで拡張）のテーブル間

を自由に移動し、会話への参加を可能するものである

少人数のプロジェクトワークには最適で、留学生に話し

合いの場を提供し、教員がそこに適宜参加、指導するこ

とになった。

また、各留学生に配置している日本人学生チュー

タの方は、5月からオンラインでの活動再開となった

が、実地見学はさすがにハードルが高く、国内移動の自

粛勧告が解かれた時期に、現地に教員を派遣し、文化施

設で実況解説する実験的な試みを行うにとどまった。

6月に文部科学省からの要請もあり、国費学部留

学生の予備教育を渡日前準備を兼ねてオンラインで行 

うことになったため、時差問題が表面化してくる 

62名の国費学部留学生のうち、日本語未習者、日本語

初級者が半数以上にのぼり、オンディマンドでは教育効

果が望めず、同時双方向型授業以外には選択肢はなか 

った。しかし、対象学生は16か国に在住しており、結

局は、レベル別、時差別の少人数のクラス編成でオンラ

イン教育を実施したが、授業時間数の大幅な減少は避け

られなかった。

2020年9月からは国費留学生の渡日が許可 

され、10月からは新規留学生の渡日が全面解禁とな

り、①「国費学部留学生予備教育プログラム」の参加学

生は5ヶ月遅れで、新規留学生としては日本では初めて

入国し、10月の後期の学期から対面で授業を受けるこ

とになった。　

それに引き続き、10月開始の②「国費日研生プ

ログラム」の参加学生36名が10月になって順次、渡日し

てきた。当初は50名の受け入れ予定であったが、文部

科学省が翌年10月への留学の後ろ倒しを認めたことから

14名の学生が渡日延期を選ぶこととなった。

そのあとに、③「メイプル・プログラム」の学生

53名 (当初受け入れ予定は79名であり、26名が辞退) 

や④「大阪大学ファウンデーションプログラム」の19

名の学生も、一部を除き、五月雨式に入国してくること

になった。

②③④のプログラムの場合、履修生の一人でも

来日し、授業に出てきた場合は、対面とオンライン併 

用のハイブリッド型で授業を行うことになっており、当

時の CJLC棟では、遠隔授業配信用専用教室が1室しか

なかったため、(2021年3月の新キャンパスへの移転を

控えていたが）急遽、その他の16教室がハイブリッド仕

様に簡易的ではあるが改修され、機器操作マニュアルを

整備するとともに、授業支援のために遠隔教育に習熟し

た教務補佐員が配置された。
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加えて、学生には自由に授業を選択させず、一授

業最大9名までと受講者人数を定め、一人一人の履修メ

ニューをこちらで決定した。その際には本国で渡日待 

機中に同時双方型オンライン授業を受ける時間帯を 

6 : 00 - 24 : 00 の間におさまるよう最大限の配慮した

ため、担当教員にかなりの手間を強いることとなった

が、それによって時差問題もなんとか乗り切ることがで

きた。

ただ、このハイブリッド型授業にしても、対面授

業に移行するための過渡期的措置にすぎない。ここまで

対面にこだわるのは、もちろんこの時期に留学してきた

学生の希望というものもあるが、限られた留学期間を有

効活用するためには、現状では、受講生を10名以下に

制限し健康面での配慮ができるのなら、対面授業のほう

が教育効果が断然に高いからである。ただし、集団での

行動が伴う、実地見学や課外活動が制限されるため、そ

の点でオンライン教育をどのように補完的に取り入れる

かが問題となる。

4.  ニューノーマル時代への展望

昨年度前期に実施したPBL型授業では、学生が思

い思いに箕面公園を訪ね、それをもとに、オンラインで

グループで議論し、その成果をまとめることができた。

また、チュートリアルの活動は、一対一で行うため、オ

ンラインでも十分な効果が期待できる。

こういった経験をもとにして考え出されたのは、

留学前のオンライン教育と、留学後の対面授業の実施と

課外活動支援のオンライン化の組み合わせによるプログ

ラム形成である。

これは、渡日前教育として1か月または3か月間、

週1回の日本語・日本文化に関わる授業や必要なオリ 

エンテーションをオンラインで実施し、学生は日本の学

期初めの4月に合わせて渡日して、CJLCの教室でリア 

ルに対面授業で学び、その間の学習指導、チュートリア

ル活動や課外活動支援をオンラインで行おうとするもの

である。

事前教育は、当初計画ではマヒドン大学のオフィ

スにいるCJLC教員が担当することになっていた。オン

ライン教育であるなら発信地はどこであってもいいとい

うことになり、また単位が出る 正規授業でもないため

日本の授業時間に縛られることもない。その意味ではタ

イは東南アジア、南アジアの地域内であれば時差は大き

くなく、またヨーロッパでも6時間前後であるため、事

前教育の拠点をタイに移せば、担当教員に大きな負担を

強いることなく対応できる。コロナ禍でのオンライン教

育での時差対応で非常に悩まされたが、その苦い経験か

らの発想と言える。ただし、担当教員のタイへの再派遣

は8月になる予定であり、またコロナ禍による入国制限

により国費留学生以外の新規学生の受け入れがいまだに

実現していない。すでに動き出している試行プログラム

ではオンライン対応が続いており、その成果が検証でき

ないことが残念である。 
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大阪大学ジョイントキャンパス・オフィス（マヒドン大学）

もう一つ、今後の留学生教育に大きな変革をもた

らすと考えられるのは、2020年12月1日の本学における

グローバル日本学教育研究拠点」の発足である。この

拠点のミッションは、①日本学を核として人文･社会科

学の新たなプラットフォームを構築することにより世界

的な研究拠点を形成（研究基盤の形成）、②日本の言

語･文化･社会を深く理解し、異なる言語的･文化的背景

を持つ人々と共創できるグローバル人材を育成（教育基

盤の形成 、③日本と世界を繋ぐ架け橋となる 

Japanese Studies（日本学 」のネットワーク拠点を

形成（活動基盤の形成  である。

昨今、日本では、 人間や社会の在り方と科学技

術・イノベーションとの関係が密接不可分」との認識の

もと、科学技術基本法が改正されたが、少子高齢化 

など、グローバルな課題にいちはやく向き合いつつある

課題先進国」日本として、日本の地域的特性を理解し

たうえで地球規模の課題に世界の人々と協働して取り組

めるグローバル人材の育成が必要とされるようになって

きた。

そのために、CJLCでの、特に日本文化関連授業

の学内的な開放が強く求められているが、これを好機と 

考えている。大阪大学には3つのキャンパスあるが、留

学生用の対面授業をハイブリッド型で配信すれば、教員

に大きな負担を強いることなく、普段、交流することが

少ない他のキャンパスの理系日本人学生も授業履修 

できるようになる。そして、そこで社会課題の解決を考

えるPBL型授業を開講すれば、オンライン上で様々な分

野で学ぶ日本人学生との協働作業も可能になろう。

これらは大阪大学に限った事例にとどまらない。

オンラインによる、渡日前教育や渡日後の日本人学生と

の共修を組み入れたプログラムが形成できれば、ニュー

ノーマル時代に即した日本語・日本文化分野における留

学モデルとして全国の大学にも提示できるのではないか

と考えている。

5. おわりに

2021年4月の箕面新キャンパス開学にともな

い、CJLCは新たな研究講義棟の7階に移転した。これ 

までの独立した建物と比べ、広さは半分弱に縮小し 

たが、遠隔授業配信専用教室1室を有するほか、12室の

教室はすべてハイブリッド型授業ができるように整備さ

れている。また、隣には320室の単身室（キッチン・シ

ャワー・トイレ付）を有する学生寮も建てられ、そのう

ち200室がCJLC留学生のために確保されている。結果 

としてではあるが、ニューノーマル時代にふさわしい 

修学環境が整えられたことになり、ここで上述の新たな

取り組みを進め、その成果をいち早くお届けできるよう

最大限の努力をしていきたい。
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遠隔授業配信専用教室

箕面新キャンパスの研究講義棟（右）と寮（左） 研究講義棟７階CJLC
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พัฒนาการศกึษาของนกัศกึษาต่างชาตใินยคุนวิ นอร์มอล 

โดยอ้างอิงจากประสบการณ์ สิ่งที่ได้เรียนรู้ และผลการ
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หลักสูตรเมเปิล (หลักสูตรพิเศษเพื่อศึกษาภาษาและ

วฒันธรรมญีปุ่น่ระยะสัน้) ซึง่เป็นหลกัสตูรทีร่บันกัศกึษา

ชาวต่างชาตมิากทีสุ่ดในมหาวทิยาลัย และ ④ หลักสูตร

วิชาพื้นฐานเพื่อเตรียมความพร้อมก่อนเข้าศึกษาใน

มหาวิทยาลัยโอซาก้า ศูนย์กลางการใช้ประโยชน์ทาง 

การศึกษา ซึ่งกิจกรรมนี้ไม่ได้มีเฉพาะภายในประเทศ 

แต่ยังได้สนับสนุนผู้ที่สนใจเข้าศึกษาจากต่างประเทศ 

โดยได้ก่อตั้งส�านักงานขึ้นโดยความร่วมมือของมหา 

วิทยาลัยมหิดล เพื่อใช้เป็นส�านักงานในมหาวิทยาลัย

มหิดลควบคู่ไปกับการจัดการเรียนการสอนออนไลน์ 

ทางไกลเพือ่สนบัสนนุการเรยีนภาษาญีปุ่น่ของ “อาเซียน

แคมปัส มหาวทิยาลัยโอซาก้า” ซึง่ครอบคลุม 4 ประเทศ 

ได้แก่ ไทย อินโดนีเซีย เวียดนาม และบรูไน ปัจจุบันมี  

1 บทความรับเชิญน้ีมาจากปาฐกถาพิเศษของศาสตราจารย์ ดร.ฮิโตชิ คาโต้ ในงานประชุมวิชาการระดับชาติคร้ังที่ 14 ของสมาคมญี่ปุ่นศึกษาแห่งประเทศไทยเม่ือวันที่ 26-27  
 พฤศจิกายน 2564
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แม้ในภาวะที่การเดินทางเข้าประเทศไทยเป็นไปได้ยาก 

ก็ได้พยายามส่งอาจารย์ไปดูแลรายวิชา และมีแผนจะ 

ส่งไปอีกครั้งในเดือนสิงหาคมปีค.ศ. 2021นี้ 

3. การจดัการในปีการศกึษา2020 (ช่วงระหว่าง
เดือนเมษายนปี2020 ถึง เดือนมีนาคมปี2021)

ปีที่ผ่านมา (คศ 2000)  วันที่ 7 เมษายน ประเทศ

ญี่ปุ่นต้องประสบกับการแพร่ระบาดของไวรัสโคโรนา 

จนต้องประกาศสภาวะฉุกเฉินในพื้นที่ 7 จังหวัด ได้แก่ 

Saitama, Chiba, Tokyo, Kanagawa, Osaka, Hyogo 

และ Fukuoka ท�าให้ผู้เรียน ①หลักสูตรเตรียมความ

พร้อมส�าหรับนักศึกษาต่างชาติที่ได้รับทุนรัฐบาลญี่ปุ่น

เตรียมพร้อม ถูกระงับไม่ให้เดินทางเข้าประเทศ และ 

ผู้เรียนก็ถูกจ�ากัดพื้นที่ให้อยู่ในบริเวณหอพักที่อยู่อาศัย 

กล่าวคือกลุ ่มผู ้เรียน ②หลักสูตรศึกษาภาษาและ

วัฒนธรรมญี่ปุ่น และ ③หลักสูตรเมเปิล ซ่ึงมีก�าหนด 

จบการศึกษาในเดือนสิงหาคม จ�านวน 125 คน ส�าหรับ

เราแล้ว การเฝ้าระวังเพื่อให้ทุกคนมีสุขภาพร่างกาย 

ที่ดี และสามารถด�าเนินกิจกรรมการเรียนไปได้อย่าง 

ต่อเนื่องนับเป็นประเด็นส�าคัญที่ต้องท�าให้ส�าเร็จ

การจัดการเรียนการสอนถูกปรับเปลี่ยนเป็นแบบ

ออนไลน์ โดยเริ่มต้ังแต่วันท่ี 20 เมษายน ถึงแม้

มหาวิทยาลัย โอซาก้าจะมีระบบสนับสนุนการเรียนการ

สอน (LMS) ที่เรียกว่า CLE (Collaborative Learning 

Environment) แต่อาจารย์ส่วนใหญ่ก็ยังไม่เชี่ยวชาญ

การใช้ระบบ ช่วงแรกของการจัดการเรียนการสอนจึง 

เกิดความวุ่นวายสับสนไม่ต่างจากมหาวิทยาลัยอื่น ๆ 

ภายในประเทศ แม้จะมีปัญหาอุปสรรคติด ๆ ขัด ๆ บ้าง

แต่ชั้นเรียนก็ค่อย ๆ ราบรื่นขึ้น ในเวลาต่อมาเนื่องจาก

เป็นสภาวะที่ไม่สามารถพบปะกันได้ จะมีแนวทางแก้ไข

อย่างไรกบัการท�าโครงการภาคสนามหรอืการท�ากจิกรรม

นอกชั้นเรียน

ปัจจุบันเมืองมิโนซึ่งเป็นที่ตั้งของศูนย์ฯ มีสวน

สาธารณะชื่อดังซึ่งมีน�้าตกเป็นสัญลักษณ์ ภายในสวน 

มีสิ่งปลูกสร้างเชิงประวัติศาสตร์เช่นศาลเจ้า และวัด

จ�านวนมาก กจิการร่วมค้า (joint venture) ทีช่่วยบรหิาร

จดัการสวนสาธารณะได้ทุม่เทด้านการอนรุกัษ์ธรรมชาติ 

ดังนั้น เพ่ือสร้างความสัมพันธ์ที่ดีกับผู ้คนในท้องถิ่น 

จึงเกิดไอเดีย ที่จะให้ผู ้ เรียนใช้พื้นที่แห่งนี้ท�างาน 

ภาคสนาม เพื่อค้นหา “ความเป็นมิโน” อภิปรายกลุ่ม

เกี่ยวกับส่ิงน้ัน และน�าเสนอผลการศึกษาออกไปใน 

รูปของ PBL (Project-based Learning) ในช่วงเวลา

นัน้เองกม็คีวามท้าทายอนัใหมซ่ึ่งเราจะตอ้งท�าโปรเจกต์

วิจัยร่วมกับบริษัทผู ้ผลิตเครื่องปรับอากาศรายใหญ่ 

ซึ่งเป็นโครงการที่ส�าคัญนี้ได้ส�าเร็จหรือไม่ โครงการนี ้

ช่ือ “การวิจัยควบการสอนวัฒนธรรมการใช้เครื่องปรับ

อากาศ: เพื่อสร้างนวัตกรรมแบบก้าวกระโดดจาก 

การบูรณาการสมานวิทย์-ศิลป์ อิงประสบการณ์การ

ด�าเนินชีวิตของนักศึกษาต่างชาติทั่วโลกที่ศึกษาภาษา

และวัฒนธรรมญี่ปุ่น” และเครื่องมือส�าหรับการประชุม

ออนไลน์แบบเสมือนจริงที่น�ามาใช ้คือ “Remo” 

แอปพลิเคช่ันที่สามารถเคล่ือนย้ายโต๊ะไปมาได้อย่าง

อิสระจากเดิมที่ใช้กัน 6 คน (ปัจจุบันขยายเป็น 8 คน) 

เพื่อให้ผู ้เรียนเข้าร่วมการสนทนา แอปพลิเคชั่นนี้ 

เหมาะอย่างยิ่งส�าหรับการท�าโปรเจ็คเวิร์คที่มีสมาชิก

จ�านวนไม่มาก โดยเปิดโอกาสให้นักศึกษาได้ใช้พื้นที่น้ี

เพื่อพูดคุยกัน และผู้สอนก็เข้าร่วมและให้ค�าแนะน�า 

ตามความเหมาะสม

นอกจากนี้ ยังมีติวเตอร์ชาวญี่ปุ่นท่ีดูแลนักศึกษา

ต่างชาติแต่ละคนนั้น ได้เริ่มกิจกรรมผ่านทางออนไลน์

ตั้งแต่เดือนพฤษภาคม แต่ยังไม่สามารถไปทัศนศึกษา 

ในพ้ืนที่จริงได้ ในช่วงที่มีการผ่อนปรนการเตือนเรื่อง 

การเดินทางภายในประเทศ ได้มีการส่งผู้สอนไปประจ�า

ในพื้นที่ และได้ท�าการทดลองออกอากาศเผยแพร่และ

บรรยายสถานที่ทางวัฒนธรรมต่าง ๆ เท่านั้น

ในเดือนมถินุายน กระทรวงศกึษาธกิารฯ ได้ร้องขอ

ให้จัดการเรียนการสอนล่วงหน้าส�าหรับนักศึกษาชาว 

ต่างชาติระดับปริญญาตรีที่จะเดินทางมาประเทศญี่ปุ่น 

จงึต้องเริม่จดัการเรยีนการสอนออนไลน์ส�าหรบันกัศกึษา

กลุ่มน้ี และเกิดปัญหาใหญ่คือเรื่องความแตกต่างของ
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เวลา  ในบรรดานักศึกษาชาวต่างชาติทุนรัฐบาลญี่ปุ่นที่

ศึกษาในระดับปริญญาตรีทั้งหมด 62 คน มีผู้ที่ไม่เคย

เรียนภาษาญี่ปุ่นมาก่อน หรือเป็นผู้เรียนช้ันต้นมากกว่า

คร่ึง ท�าให้ไม่สามารถหวงัผลจากการจดัการเรยีนการสอน 

แบบออนดีมานด์ได้ จึงต้องเลือกชั้นเรียนแบบสอนสด 

ที่มีการสื่อสารสองทาง แต่เนื่องด้วยกลุ ่มเป้หมาย 

คือนักศึกษาที่อาศัยอยู่ในพื้นที่ต่างๆ ใน 16 ประเทศ 

ท�าให้ไม่อาจเอาชนะปัญหาความแตกต่างของเวลาได ้

โดยง่าย ในที่สุดจึงจัดการเรียนการสอนแบบออนไลน์ 

โดยแบ่งชัน้เรยีนตามระดบัความสามารถทางภาษาญีปุ่น่ 

และความแตกต่างของเวลาซ่ึงส่งผลให้ จ�านวนช่ัวโมง

เรียนนั้นลดน้อยลงไปเป็นอันมาก 

ตั้งแต่เดือนกันยายน 2020 รัฐบาลญ่ีปุ่นอนุญาต

ให้นักศึกษาชาวต่างชาติทุนรัฐบาลญี่ปุ ่นสามารถเข้า

ประเทศได้ และอนญุาตให้นกัศกึษาชาวต่างชาตกิลุม่อืน่

สามารถเดินทางเข้าประเทศญ่ีปุ่นได้ตั้งแต่เดือนตุลาคม

เป็นต้นไป ผูเ้รยีน ①หลกัสตูรเตรยีมความพร้อมส�าหรบั

นกัศกึษาต่างชาตทิีไ่ด้รบัทนุรฐับาลญีปุ่น่ เริม่เรยีนช้ากว่า

ก�าหนดไปห้าเดือน ส่วนนักศึกษาใหม่ท่ีเพ่ิงเดินทางเข้า

ประเทศญี่ปุ่นเป็นครั้งแรก ก็ได้เข้าชั้นเรียนแบบพบปะ

ผู้คนได้ในภาคหลังคือเดือนตุลาคมเป็นต้นไป

ต่อมา นักศึกษา②หลักสูตรศึกษาภาษาและ

วัฒนธรรมญี่ปุ่น ซ่ึงต้องเริ่มเรียนในเดือนตุลาคม มีผู้ 

เข้าร่วมจ�านวน 36 คน ก็ค่อยๆ ทยอยเดินทางเข้า

ประเทศญีปุ่น่ในเดือนตุลาคม เดมิมหาวทิยาลยัมกี�าหนด

รบันกัศกึษากลุม่นีจ้�านวน 50 คน แต่เนือ่งจากกระทรวง

ศึกษาธิการฯ อนุญาตให้เลื่อนก�าหนดการออกไปเป็น

เดอืนตลุาคมในปีหน้าได้ ท�าให้มนีกัศกึษาจ�านวน 14 คน

ได้ตัดสินใจเลื่อนการเดินทางออกไป

นอกจากนี้ นักศึกษา ③หลักสูตรเมเปิลจ�านวน 

53 คน (เดิมทีมีก�าหนดการจะรับนักศึกษาทั้งหมด 

79  คน แต่ถอนตัวไป 26 คน) และนกัศกึษา ④หลกัสตูร

วชิาพืน้ฐาน จ�านวน 19 คนได้ทยอยเดนิทางเข้าประเทศ

ญี่ปุ่นแบบประปราย ยกเว้นในบางกรณี

กรณีของหลักสูตร ②③④น้ัน หากมีผู้เรียนที่ 

เดินทางมาญี่ปุ่นแม้เพียง 1 คนและเข้าในชั้นเรียน ก ็

จะจัดการเรียนการสอนแบบไฮบริด กล่าวคือเป็นการ 

ผสมผสานทั้งแบบออนไลน์และออนไซต์ แต่เนื่องด้วย 

ในอาคารศูนย์การศึกษาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ ่น

(CJLC) ขณะนั้น มีห้องเรียนที่สามารถจัดการเรียน 

การสอนในรูปแบบไฮบริดนี้ได้เพียง 1 ห้องเท่านั้น 

(อยู่ระหว่างการย้ายไปวิทยาเขตมิโนแห่งใหม่ในเดือน

มีนาคมปี2021) จึงจ�าเป็นต้องเร่งด�าเนินการปรับปรุง

ซ่อมแซมและจดัเตรยีมคูม่อืการใช้อปุกรณ์ต่างๆ ภายใน

ห้องเรียนที่เหลืออีก 16 ห้องให้สามารถจัดการเรียน 

การสอนในรูปแบบไฮบริดได้ พร้อมทั้งมอบหมายให ้

ผู ้ช ่วยสอนที่มีความช�านาญทางด้านระบบการสอน 

แบบออนไลน์คอยช่วยเหลือและสนับสนุนในระหว่าง

คาบเรียนอีกด้วย

หลักสูตรไม่ได้ให้ผู้เรียนเลือกชั้นเรียนโดยอิสระ 

แต่ก�าหนดให้ผู ้เรียนในแต่ละคาบต้องไม่เกิน 9 คน 

ทางศูนย์ฯจึงได้ก�าหนดเมนูแผนการเรียนของนักศึกษา

ให้เป็นรายบุคคล  โดยพยายามจัดการเรียนการสอน 

ในช่วงเวลา 6.00-24.00 น. โดยให้ผู้เรียนที่เดินทาง 

มาญี่ปุ่นและอยู่ระหว่างการพักรอ ได้เรียนออนไลน์ไป 

พร้อมกัน ซึ่งเป็นการสร้างภาระแก่ผู้สอนค่อนข้างมาก 

แต่ก็ช่วยคลี่คลายปัญหาความแตกต่างทางเวลาไปได้

การจัดชั้นเรียนแบบผสมผสานนี้ เป็นมาตรการ

ชัว่คราวเพือ่เปลีย่นผ่านไปสูก่ารเรยีนการสอนในชัน้เรยีน

แบบปกติ สาเหตุที่ยังคงให้ความส�าคัญกับการเรียนใน 

ชั้นเรียน ก็เพราะเป็นความต้องการของผู้เรียนในช่วงนี้ 

ซึง่ประสงค์จะใช้ช่วงเวลาทีม่าศึกษาต่อในญีปุ่น่อนัจ�ากดั

ให้เกิดประสิทธิผลสูงสุด ในสถานการณ์ปัจจุบัน หาก

สามารถจ�ากัดผู้เรียนได้ไม่เกิน 10 คน และสามารถดูแล

ด้านสุขภาพได้ ความจริงแล้วการได้สอนแบบพบหน้า 

ในชัน้เรยีนจะท�าให้เกิดประสทิธผิลทางการศกึษาสูงกว่า  

แต่ส�าหรับการท�ากิจกรรมกลุ่มเช่น ทัศนศึกษาในพื้นท่ี

จริงหรือกิจกรรมนอกชั้นเรียน ยังไม่สามารถท�าได้อยู่ดี  

ประเด็นที่ต้องขบคิดต่อคือ จะบริหารการสอนแบบ

ออนไลน์เพื่อชดเชยส่วนที่ขาดหายไปได้อย่างไร
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4. แนวทางอนาคตเพื่อตอบสนองต่อยุคนิว 
นอร์มอล

การจัดการเรียนการสอนแบบ PBL (Project- 

based Learning) ในภาคแรกของปีการศึกษาก่อนนั้น 

นักศึกษาแต่ละคนได้ไปเยี่ยมชมสวนสาธารณะมิโน 

เพือ่ศกึษาเรยีนรู ้น�าสิง่ทีไ่ด้มาอภปิรายกลุ่ม แล้วสรปุผล 

นอกจากนี้ กิจกรรมการพูดคุยปรึกษากับติวเตอร ์

ชาวญี่ปุ่น เป็นการพูดคุยแบบตัวต่อตัว ดังน้ันถึงแม้จะ

ปรับเป็นแบบออนไลน์ก็ได้ผลเป็นที่น่าพอใจ

จากประสบการณ์ข้างต้น สิ่งที่ได้น�ามาพิจารณา

คือ การสร้างโปรแกรมการเรียนแบบผสมผสานคือ 

จัดการสอนออนไลน์ล่วงหน้าก่อนเดินทางมาญ่ีปุ่น เม่ือ

เดินทางมาถึงก็จัดการเรียนการสอนในช้ันเรียน และ

สนับสนุนการท�ากิจกรรมเสริมหลักสูตรโดยใช้ระบบ

ออนไลน์

การสอนล่วงหน้าก่อนเดนิทางมาญีปุ่น่ อาจจะเป็น

ช่วงเวลา 1 เดือนหรือ 3 เดือน และจัดสอนภาษาและ

วัฒนธรรมญี่ปุ ่นสัปดาห์ละหน่ึงครั้ง ปฐมนิเทศหาก 

จ�าเป็น นักศึกษาเดินทางมาญี่ปุ ่นให้ทันกับช่วงเปิด 

ภาคเรียนในเดือนเมษายน และเรียนแบบเข้าชั้นเรียน 

ในห้องเรียนของศูนย์ CJLC  ระหว่างที่เรียนอยู่จะมีการ

ให้ค�าปรกึษาด้านการเรยีน การพดูคยุปรกึษากบัตวิเตอร์ 

การสนับสนุนกิจกรรมนอกชั้นเรียนผ่านระบบออนไลน์

เดิมทีการเรียนล่วงหน้าก่อนเดินทางไปประเทศ

ญี่ปุ่นนั้นจะอยู่ในความรับผิดชอบของอาจารย์ประจ�า

ศูนย์การศึกษาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น ณ ส�านักงาน

ของมหาวิทยาลัยมหิดล การเรียนออนไลน์นั้น สามารถ

ส่งสัญญาณจากที่ไหนก็ได้ อีกทั้งไม่ใช่รายวิชาท่ีต้อง 

มีการเก็บหน่วยกิต จึงไม่จ�าเป็นต้องยึดติดกับเวลาใน 

คาบเรียนของญี่ปุ่น ด้วยเหตุนี้ การที่ส�านักงานอยู่ใน

ประเทศไทย ซึ่งไม่มีความแตกต่างทางเวลากับมหา 

วิทยาลัยในเอเชียตะวันออกเฉียงใต้ หรือเอเชียใต้  และ

แม้แต่ยุโรปก็จะมีช่วงเวลาที่ห่างกันราว 6 ชั่วโมง หาก

ย้ายฐานการจัดการการสอนล่วงหน้าไปอยูท่ีป่ระเทศไทย 

อาจารย์ผู ้รับผิดชอบจะสามารถรับมือได้โดยไม่เป็น 

ภาระมากนัก แนวคิดนี้เกิดข้ึนจากประสบการณ์การ

จัดการเรียนการสอนแบบออนไลน์ในยุคโคโรนาซึ่งต้อง

รบัมอืกบัปัญหาความแตกต่างของเวลา ตามก�าหนดการ

แล้วจะมีการส่งอาจารย์ผู้รับผิดชอบไปประสานงานที่

ประเทศไทยในเดือนสิงหาคม แต่ทว่านักศึกษาต่างชาติ

ใหม่ที่ไม่ใช่นักศึกษาต่างชาติที่ได้รับการสนับสนุนจาก

รฐับาล ยงัไม่สามารถเข้าประเทศญีปุ่น่ได้เนือ่งจากปัญหา

โคโรนา นักศึกษาต่างชาติกลุ ่มดังกล่าวเรียนแบบ

ออนไลน์มาโดยตลอด จงึเป็นทีน่่าเสยีดายอย่างมากทีไ่ม่

สามารถพิสูจน์ประสิทธิผลของรูปแบบการจัดการเรียน

การสอนแบบนี้ได้
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ส�านักงานและวิทยาเขตร่วมของมหาวิทยาลัยโอซาก้า (ในมหาวิทยาลัยมหิดล)

แนวทางอีกประการหนึ่งที่จะเป็นการปฏิรูปการ

ศึกษาของนักศึกษาต่างชาติจากนี้ไปคือ การก่อตั้ง 

“ศูนย์วิจัยการสอนญ่ีปุ่นศึกษาในระดับสากล” พันธกิจ

ของศูนย์น้ีคือ ①.การสร้างแพลตฟอร์มใหม่ด้านการ

ศึกษามนุษยศาสตร์และสังคมศาสตร์ท่ีมีญ่ีปุ่นศึกษา 

เป็นศูนย์กลาง เพ่ือจัดตั้งศูนย์วิจัยระดับโลก (การสร้าง

ฐานการวจิยั) ②.การพฒันาทรพัยากรมนษุย์ระดบัสากล

ที่เข้าใจภาษา วัฒนธรรม และสังคมญี่ปุ่นอย่างลึกซึ้ง 

และสามารถร่วมสร้างสรรค์สิ่งใหม่ๆ กับผู้คนที่มีภูมิหลัง

ทางภาษาและวัฒนธรรมท่ีแตกต่าง (การสร้างฐานการ

สอน) และ ③.การสร้างศูนย์กลางเครือข่ายญี่ปุ่นศึกษา 

(Japanese Studies) ที่จะเป็นสะพานเชื่อมประเทศ

ญี่ปุ่นกับประเทศอื่นๆ ทั่วโลก (การสร้างฐานการท�า

กิจกรรม)

ปัจจุบัน ประเทศญี่ปุ่นตระหนักว่า “การเป็นอยู่

ของมนุษย์ หรือสังคม มีความสัมพันธ์อย่างแนบแน่น 

กบัวทิยาศาสตร์เทคโนโลย ีและนวตักรรมจนไม่สามารถ

แยกออกจากกันได้” ถึงแม้กฎหมายพื้นฐานว่าด้วย

วิทยาศาสตร์เทคโนโลยีจะได้รับการพิจารณาแก้ไขแล้ว 

แต่ญ่ีปุ่นในฐานะประเทศพัฒนาแล้ว จะต้องรับมือกับ

ปัญหาระดับโลก เช่นการเข้าสู่สังคมผู้สูงวัยและเด็ก 

เกิดน้อย เร็วกว่าประเทศอื่นๆ จึงมีความจ�าเป็นต้อง

พฒันาทรพัยากรมนษุย์ระดับสากลทีเ่ข้าใจลกัษณะพเิศษ 

เชิงพื้นที่ของประเทศญี่ปุ่น และสามารถร่วมมือกับผู้คน

ทั่วโลกเพื่อแก้ปัญหาระดับโลกเหล่านี้ได้

ดังนั้น ภายในระดับมหาวิทยาลัยจึงมีเสียงเรียก

ร้องให้ศูนย์ CJLC เปิดกว้างรายวชิาทีเ่กีย่วกับวฒันธรรม

ญี่ปุ่น ซึ่งผมมองว่าเป็นโอกาสที่ดี มหาวิทยาลัยโอซาก้า

ประกอบด้วย 3 วิทยาเขต หากปรับเปลี่ยนการเรียน 

การสอนส�าหรับนักศึกษาต่างชาติให้เป็นแบบไฮบริด 

กล่าวคอืผสมผสานกบัการเรยีนแบบออนไลน์ จะช่วยให้

ผูส้อนไม่ต้องรบัภาระหนกั และยงัเป็นการเปิดโอกาสให้

นักศึกษาสายวิทยาศาสตร์ชาวญี่ปุ่นจากวิทยาเขตอื่น 

ที่ไม่ค่อยได้แลกเปลี่ยนกับนักศึกษาต่างชาติ สามารถ 

ลงทะเบียนเรียนได้ด้วย และหากเปิดรายวิชาที่จัดการ

เรียนการสอนแบบ PBL (Project - based Learning) 

เพื่อให้นักศึกษาได้คิดหาวิธีแก้โจทย์สังคม ก็สามารถ 

จัดให้มีการท�างานร่วมกันกับนักศึกษาชาวญี่ปุ่นที่เรียน

สาขาอื่นๆ บนออนไลน์ได้เช่นกัน

ตัวอย่างต่างๆ เหล่านี้ ผมคิดว่าจะไม่จ�ากัดอยู ่

เพียงแค่มหาวิทยาลัยโอซาก้า หากสามารถพัฒนา

หลักสูตรที่มีทั้งการจัดการเรียนล่วงหน้าก่อนเดินทางไป

ญี่ปุ่น และเปิดให้มีการเรียนร่วมกับนักศึกษาชาวญี่ปุ่น

หลังจากเดินทางไปเรียนท่ีญี่ปุ่น ก็น่าจะน�าเสนอเป็น 

“โมเดลการศึกษาต่อด้านภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น” 

ที่เข้ากับยุคนิว นอร์มอล ต่อมหาวิทยาลัยต่างๆ ทั่ว

ประเทศได้

5. บทสรุป
มหาวิทยาลัยโอซาก้าวิทยาเขตมิโนแห่งใหม่ได ้

เปิดตัวขึ้นในเดือนเมษายนปีค.ศ.2021 และศูนย์การ

ศึกษาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น (CJLC) ได้ย้ายไปอยู่ 
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(ซ้าย) หอพัก (ขวา) อาคารเรียน
และห้องพักอาจารย์แห่งใหม่ในวิทยาเขตมิโน

ชั้น 7 ศูนย์การศึกษาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ่น (CJLC)
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ห้องเรียนอัจฉริยะ

ที่ชั้น7 ของอาคารวิจัยแห่งใหม่ภายในวิทยาเขตมิโน 

ซึ่งเมื่อเทียบกับวิทยาเขตมิโนที่เก่าแล้ว พื้นที่ที่เป็น

บริเวณของศูนย์การศึกษาภาษาและวัฒนธรรมญี่ปุ ่น 

นัน้ลดลงครึง่หนึง่เลยทีเดยีว แต่ทว่าทีว่ทิยาเขตมโินแห่ง 

ใหม่นั้น นอกจากจะมีห้องเรียนส�าหรับเรียนออนไลน์ 

โดยเฉพาะ 1 ห้องแล้ว ยังมีห้องเรียนที่สามารถจัดการ 

เรียนการสอนในรูปแบบไฮบริดได้ท้ังหมดถึง 12 ห้อง 

และในบริเวณใกล้เคียงยังมีหอพักนักศึกษา ท่ีเป็น 

ห้องเดี่ยวทั้งหมด 320 ห้อง (มีครัว ห้องน�้า และห้อง 

อาบน�้าภายในห้อง) ซ่ึงในจ�านวนนี้มี 200 ห้องที่สงวน 

ไว้ส�าหรับนักศึกษาแลกเปลี่ยนของศูนย์ CJLC  ด้วย 

เหตุนี้จึงสามารถกล่าวได้ว ่าเราได้จัดเตรียมสภาพ

แวดล้อมทางการศกึษาทีเ่ข้ากับยคุนวิ นอร์มอลไว้พร้อม

แล้ว ที่เหลือก็คือ การด�าเนินการตามแนวทางที่ได้

พิจารณาไว้ และพยายามให้เกิดผลสัมฤทธิ์ที่ดีและ

รวดเร็วที่สุด


